
第２回 細胞制御セミナー 
 
演題：細胞社会に見る協調と競合の分子基盤 

講師：井垣 達吏 先生 
神戸大学大学院医学系研究科 遺伝学分野・准教授 
JST さきがけ研究員 

日時：平成 24 年 11 月 16 日（金）16:10～17:40 

場所：長崎大学薬学部第二講義室（２階） 
 
要旨：「競合」はあらゆる生命活動の根幹を成す現象であり、「適者選択」の原理を
通じて生命の生成・維持・進化を駆動する原動力となっている。近年、このような
生物個体間で働く適者選択システムが、多細胞生物を構成する細胞間のレベルでも
存在することが明らかとなり、「cell competition（細胞競合）」と呼ばれるよう
になった。細胞競合は、同種の細胞間で相対的に適応度の高い細胞（winner）が
低い細胞（loser）を積極的に排除する現象であり、正常発生において動的に制御
される組織構築過程や、ニッチにおける優良幹細胞の選別、さらには組織に生じた
異常細胞の排除など、多様な生命現象に関わることが示されつつある。一方、細胞
社会には細胞同士の様々な「協調」機構も存在し、組織・器官の発生やその恒常性
維持、さらにはがんの発生・進行に重要な役割を果たしている。これら細胞社会の
競合／協調機構について、ショウジョウバエモデルを用いた我々の最近の研究を紹
介し、上皮の恒常性維持とがん制御の観点からその分子基盤について議論したい。 
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